








































































































































































































































































































































































福音書（マタイ27章45 ～ 56節、ルカ23章44 ～ 49節）ヨハネによる福音書（19章28 ～ 30節）全
てに記述されている。
（図表5）．イエスを殺す計画
47そこで、祭司長たちとファリサイ派の人々は最高法院を召集して言った。「この男は多くのしるしを行っているが、
どうすればよいか。48このままにしておけば、皆が彼を信じるようになる。そして、ローマ人が来て、我々の神殿
も国民も滅ぼしてしまうだろう。」
（ヨハネによる福音書11章47、48節）
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　特に、問題となるのが下線部　　である。これをどのように読むのかについては、いくつかの解
釈がある。この言葉が旧約聖書の詩篇22篇の冒頭「わたしの神よ、わたしの神よ　なぜわたしを
お見捨てになるのか。なぜわたしを遠く離れ、救おうとせず　呻きも言葉もきいてくださらないの
か。」から始まることから、イエスはこの詩篇を口ずさもうとしたのだと解釈をする。
そして、この詩篇の祈りは「助けを求めてあなたに叫び、救い出され　あなたに依り頼んで、裏切
られたことはない。」（詩篇22篇6節）と続くことから、イエスは、神に対して絶望を抱くことはな
く、神に全幅の信頼と希望を置いていたのだ、と考える。
　一方で、詩篇22篇2節に対応している言葉からイエス自身の発言ではなく、37節の下線部　　
の「イエスは大声を出して息を引き取られた」がイエスの最後の姿であり、これは、絶望と呪詛の
込められた断末魔の絶叫とする解釈も成り立つのである（滝澤、2006）。
　他にも様々な解釈が成り立つことになるが、いずれにしてもその解釈の根底には、イエスの十字
架の死を、イエスという人間の存在そのものをどのように理解するのかにつながることになる。そ
して、ある場合は、イエスの十字架の死の向こう側に復活の信仰が芽生えることになり、その時か
らイエスをキリスト（救い主）と信じる原始キリスト教会が誕生することになる。
5．おわりに
　1．はじめに、でも述べたように、本論文の目的は、聖書における人間イエスに見られる福祉実
践と思われる活動について取り上げ、それが現在の私たちに対してどのようなメッセージとなって
いるのかについて考察をすることである。イエスの宣教活動の特徴を知る上で、イエスは誰に対し
てどのような行動をとり続けたのかということを知ることが重要であると考える。共観福音書やヨ
ハネによる福音書ではイエスが人々と食事を共にしている場面を多く見ることができる。何人かの
研究者は、このことについて、以下のような説明をしている。
　「イエスの元来の運動の核心、つまり精神的資源（癒し）と物質的資源（食事）を平等に分かち
合う運動の核心がある。私はこのことを力を込めて強調したい。また、その物質性と精神性、事実
性と象徴性は切り離され得ないことを力説したい。」
（ジョン・ドミニク・クロッサン、1998）。
　イエスの活動は、「罪人」とレッテルを貼られた被差別者と食事を共にし（マルコ2章13 ～ 17節）、
病を抱えた人々の世話をすることであった。こうした活動は、人間存在の平等性をアピールするた
（図表6）．イエスの死
33夜の十二時になると、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。34三時にイエスは大声で叫ばれた。「エロイ、
エロイ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお捨てになったのですか」　という意味である。
35そばに居合わせた人々のうちには、これを聞いて、「そら、エリヤを呼んでいる」と言う者がいた。36ある者が
走り寄り、海綿に酔いぶどう酒を含ませて葦の棒に付け、「待て、エリヤが彼を降ろしに来るかどうか、見ていよう」
と言いながら、イエスに飲ませようとした。37しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた。
（マルコのよる福音書15章33節～ 41節）
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めの象徴行動でもあった。それゆえイエスの活動は、それ自体が差別を現実のものとしている市井
の人々への問いかけでもあった。
（上村、2011）
　聖書では、このようなイエスの行動に対して当時の宗教指導者たちからは、激しい非難の言葉が
投げかけられていることを見ることができる。
　この箇所には、イエスが洗礼を受けた、洗礼者ヨハネとイエスの宣教に対する違いと当時の宗教
指導者たちが彼らの宣教活動をどのように見ていたのかが示されている。まず、荒野で厳しい禁欲
主義を貫き、人々に対しては、「悔い改め」の洗礼を行っていた洗礼者ヨハネに対しては、そのあ
まりにも厳しい禁欲主義から、『あれは悪霊に取りつかれている』と言っている。
そして、洗礼者ヨハネのように、禁欲主義者ではなく、社会から差別された人々と共に食事をする
ことを通して、「神の国」のあるべき姿を人々に示していたイエスに対しては、『大食漢で大酒飲み
だ。徴税人や罪人の仲間だ。』と言っているのである。
　それに対して、イエスは、「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。わたしが来
たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」と言っている（マルコによる福
音書2章17節）。当時のユダヤ教において、特定の人間集団を「不浄」と決めつける基準は2つあっ
たと思われる。1つは、ユダヤ教の律法（トーラー）と、これを解釈して後世に伝えた律法学者た
ちによる律法の細則（ミシュナー）である。
　例えば、遊女は姦淫を禁じているモーセの十戒（律法）に違反するし、徴税人も偶像礼拝を禁じ
ているので、ユダヤ人から見たら偶像を礼拝している異邦人に仕えているということで「不浄の民」
つまり、「罪人」になるのである（荒井、1994）。当時の社会は、このようにして、人を「義人」と
「罪人」に分けてしまい、そこには差別と偏見が満ちていたのである。
　イエスは、当時の宗教的・社会的価値基準によって「罪人」とされている人々と共に「食事」をし、
「癒し」や「奇跡」の行動を積極的に行っていくのである。そこには、このような社会システムを
作り上げてしまった宗教指導者やローマ帝国に対する厳しい批判も含まれていたともいえる。そし
て、最後には十字架刑に処することになるのである。
　イエスの宣教活動は、民衆から多くの支持を受けるようになる。それは、ただの人気ではなく、
奇跡信仰にのった熱狂的な人気であった。その人気と、鋭い社会批判、宗教批判が混然一体となっ
たところで、権力者たちによって十字架につけられたのである（田川、2004）。
　イエスの宣教活動を現代に当てはめてみるならば、現在の社会において、私たちが社会的価値基
準等の理由により、人間を「義人」と「罪人」（あるいは、「良い人」・「悪い人」、「勝ち組」、「負け
組」）といったような格付けを「他者」に対して行い、自分たちとは切り離された存在として、差別・
（図表.7）洗礼者ヨハネとイエス
18ヨハネが来て、食べも飲みもしないでいると、『あれは悪霊に取りつかれている』　と言い、19人の子が来て、飲
み食いすると、『見ろ、大食漢で大酒飲みだ。徴税人や罪人の仲間だ。』　と言う。しかし、知恵の正しさは、その働
きによって証明される。」
（マタイによる福音書11章18 ～ 19節）
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偏見を持つ時に、まさに、私たちはイエスを批判し、十字架にかけた当時の宗教指導者たちと同じ
場所に自らを置いていることになる。
　あるいは、自分たちはそのような差別・偏見をしてはいないし、ただ社会のルールや常識に従っ
て生きているだけだと言うかも知れない。その時にも私たちは、自らがこれまで正しいと思ってき
た社会のルールや常識というものについて再考することが求められる。
　なぜなら、自分たちが正しいと思っている、その社会の常識やルールの中に「何か」に対する無
関心や排除が含まれている危険性が常にあるからである。聖書を通して、人間イエスの宣教活動を
見ていく時に、現在に生きる私たちに対して、私たちがその存在を無視・差別をし、偏見を持って
いるかも知れない「最も小さき者」から目を離さずに、共に生きていくことの大切さを教えている
といえる。
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